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本庁の仕事内容
上水道、下水道料金のお知らせ

安曇野日和
生涯学習だより
情報ボックス
新連載：くらしのぺーじ

トピックス

連載

飛
躍
を
目
指
す
年
へ
―
。
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新
た
な
る
創
造
か
ら

飛
躍
を
目
指
す
年
へ

　
今
年
は
市
が
誕
生
し
て
、２
年
目
の

年
と
な
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、「
計
画
元
年
」
と
位
置
付

け
て
、総
合
計
画
な
ど
市
の
方
針
づ
く

り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。今
年
度
の
安

曇
野
市
は
、新
市
発
足
か
ら
検
討
し
て

き
た
計
画
を
実
行
に
移
す
「
新
た
な

る
創
造
か
ら
飛
躍
を
目
指
す
年
」い
わ

ば
稼
働
す
る
年
に
入
り
ま
す
。

　
予
算
と
し
て
は
、限
り
あ
る
財
源
を

よ
り
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、次
の
重

点
課
題
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
編
成

し
ま
し
た
。

実
感
で
き
る

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
創
造

　
自
治
体
間
競
争
が
進
む
中
で
、地
域

力
を
高
め
、観
光
面
に
と
ど
ま
ら
な
い「
安

曇
野
ら
し
さ
」を
創
造
し
ま
す
。　
　

　
「
安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
」の
設

置
や
、堀
金
地
域
で
運
営
し
て
い
る
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー「
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス

テ
ム
」
を
全
地
域
で
試
行
運
行
な
ど
を

行
い
ま
す
。

交
流
・
連
携
の
強
化
に
よ
る

一
体
感
の
確
立

　
人
と
人
と
が
つ
な
が
り
、ふ
れ
あ
い
の

あ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
、そ
れ
ぞ

れ
の
相
互
理
解
や
絆
を
深
め
ま
す
。　

　
地
域
の
先
進
的
な
協
働
活
動
を
支

援
す
る
「
つ
な
が
り
ひ
ろ
が
る
地
域
づ

く
り
事
業
補
助
金
」の
創
設
や
、広
報

あ
づ
み
の
や
議
会
だ
よ
り
の
全
戸
配
布

な
ど
を
行
い
ま
す
。

行
政
能
力
の
向
上

　
効
率
的
な
行
政
運
営
を
目
指
し
た

取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

　
市
の
事
業
や
仕
事
の
実
績
を
評
価

す
る
仕
組
み
づ
く
り
や
、第
３
セ
ク
タ
ー

と
市
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
な

ど
を
行
い
ま
す
。

実
感
で
き
る

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
創
造

交
流
・
連
携
の
強
化
に
よ
る

一
体
感
の
確
立

行
政
能
力
の
向
上 
 

１２３

２月２６日から開催された
平成１９年３月定例会。

平成１９年度安曇野市予算が
可決されました。

特集◎

新年度予算

新
年
度
、

安
曇
野
市
は

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？
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１

実感できる
地域ブランドの
創造

２

交流・連携の
強化による
一体感の確立

地
域
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
設
計

　
図
書
館
を
核
に
し
た
施
設
、地
域
交
流
学
習
セ
ン
タ

ー
の
基
本
構
想
図
が
完
成
し
た
段
階
で
、当
面
の
建
設

事
業
に
必
要
と
な
る
設
計
図
を
作
成
し
ま
す
。７，９０１万円

不
妊
治
療
助
成

　
不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
夫
婦
の
経
済
的
な
負
担

を
減
ら
す
た
め
、県
の
不
妊
治
療
助
成
を
受
け
て
い
な

い
人
な
ど
を
対
象
に
、医
療
費
を
助
成
し
ま
す
。３００万円

新
公
共
交
通
構
築
運
行
事
業

　
国
土
交
通
省
、長
野
県
の
補
助
金
・
交
付
金
を
受
け
、

全
市
デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
を
基
本
に
し
た

公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
、９
月
上
旬
か
ら
試
行

運
行
を
開
始
し
ま
す
。

１億４，5３５万円

夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
設
置
・
運
営

　
安
曇
野
市
医
師
会
館
内
に
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
を

設
置
。月
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
午
後
７
時
か
ら
１０
時
ま

で
、小
児
科
と
内
科
の
軽
症
患
者
を
診
療
し
ま
す
。

2，1３５万円

公
立
保
育
園
整
備

　
老
朽
化
し
て
い
る
堀
金
保
育
園
を
今
年
度
中
に
移

転
改
築
し
ま
す
。ま
た
、手
狭
に
な
っ
て
い
る
有
明
保
育

園
は
、２
園
化
す
る
た
め
の
用
地
を
取
得
し
ま
す
。

１１億３，７６０万円

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
成

　
安
曇
野
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、市
の
観
光
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
り
ま
す
。安
曇
野
市
に
潜
在
す
る

地
域
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、観
光
・
地
域
産
業
の
振

興
を
図
り
ま
す
。

３１５万円

集
落
営
農
等
担
い
手
育
成
補
助

　
安
曇
野
の
農
業
と
そ
の
担
い
手
を
育
成
す
る
た
め
、

「
集
落
営
農
組
織
」や
「
認
定
農
業
者
」が
経
営
す
る

農
地
を
対
象
に
面
的
利
用
集
積
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

2，０００万円

小
中
学
校
巡
回
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　
い
じ
め
、不
登
校
な
ど
小
中
学
生
の
心
の
問
題
に
対

応
す
る
た
め
、臨
床
心
理
士
が
各
校
を
巡
回
し
ま
す
。

県
費
に
市
費
を
追
加
す
る
こ
と
で
充
実
を
図
り
ま
す
。

２１９万円

広
報
紙
全
戸
配
布

　
市
か
ら
の
情
報
を
、迅
速
か
つ
確
実
に
お
伝
え
す
る

た
め
、「
広
報
あ
づ
み
の
」や「
議
会
だ
よ
り
」、「
ご
み
資

源
物
カ
レ
ン
ダ
ー
」な
ど
を
戸
別
配
布
で
お
届
け
し
ま
す
。

２，１４２万円

地
域
振
興
基
金
積
立

　
市
民
の
一
体
感
を
育
む
た
め
、ま
た
は
旧
町
村
区
域

の
地
域
づ
く
り
を
活
性
化
す
る
た
め
の
資
金
と
し
て
、

合
併
特
例
債
を
活
用
し
た
基
金
を
積
み
立
て
ま
す
。

１２億9，０００万円

今年度の主要事業
飛躍を目指す年へ特集◎新年度予算
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３

行政能力の向上

高
齢
者
の
生
き
が
い
と

健
康
づ
く
り
事
業
補
助
金

　
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
芸
能
大
会
な
ど
、高
齢
者
の
社

会
参
加
を
促
し
、介
護
予
防
や
健
康
増
進
に
つ
な
が
る

公
民
館
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

５２６万円

大
学
連
携
事
業
・
市
民
大
学
講
座

　
信
州
大
学
人
文
学
部
と
連
携
し
、地
域
文
化
な
ど

の
調
査
・
研
究
を
行
い
、成
果
を
還
元
し
ま
す
。ま
た
、

一
般
市
民
向
け
の
公
開
講
座
を
行
い
ま
す
。

１７０万円

国
内
友
好
交
流
事
業

　
民
間
を
中
心
に
、東
京
都
武
蔵
野
市
・
江
戸
川
区
・

福
岡
市
東
区
・
埼
玉
県
三
郷
市
・
奈
良
県
三
郷
町
・
神

奈
川
県
真
鶴
町
と
の
交
流
を
深
め
ま
す
。

６６８万円

つ
な
が
り
ひ
ろ
が
る 

地
域
づ
く
り
事
業
補
助
金

　
地
域
の
先
進
的
な
市
民
活
動
に
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。地
域
課
題
の
解
決
と
市
民
の
交
流
を
深
め
る
事

業
を
支
援
し
ま
す
。

５００万円

議
事
録
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信

　
議
員
名
や
キ
ー
ワ
ー
ド
で
議
事
を
素
早
く
検
索
で
き

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。
行

政
活
動
の
根
幹
と
な
る
議
会
の
情
報
を
分
か
り
や
す

く
発
信
し
ま
す
。

１２１万円

人
事
評
価
制
度
の
導
入︵
職
員
研
修
︶

　
自
治
体
職
員
と
し
て
の
能
力
を
育
て
、高
め
て
い
く

た
め
に
、仕
事
の
実
績
評
価
等
を
取
り
入
れ
た
人
事
評

価
制
度
を
職
員
研
修
と
併
せ
て
導
入
し
ま
す
。８３万円

早
春
賦
音
楽
祭

実
行
委
員
会
補
助

　
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
野
公
園
で
行
わ
れ
る
音
楽
祭

を
支
援
し
、安
曇
野
生
ま
れ
の
歌
「
早
春
賦
」の
輪
を

広
げ
ま
す
。

３００万円

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築

　
費
用
対
効
果
の
視
点
か
ら
、廃
止
も
含
め
た
事
務
事

業
の
見
直
し
を
行
う
た
め
、市
の
事
業
を
評
価
す
る
仕

組
み
を
作
り
ま
す
。今
年
度
は
基
礎
的
な
調
査
を
行
い

ま
す
。

２６６万円

法
人︵
第
３
セ
ク
タ
ー
︶

経
営
状
況
調
査

　
市
が
出
資
し
て
い
る
第
３
セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
、法
人

そ
の
も
の
の
在
り
方
、今
後
の
市
の
関
与
の
在
り
方
を

検
討
し
ま
す
。

４８万円

統
合
型

電
子
決
裁
シ
ス
テ
ム
導
入

　
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、電
子
自
治
体
へ
向
け
、

パ
ソ
コ
ン
で
決
裁
を
行
う
内
部
シ
ス
テ
ム
を
段
階
的
に
導

入
し
ま
す
。

７８７万円

行
政
手
続
制
度
整
備

　
行
政
運
営
の
公
平
性
を
確
保
し
、透
明
性
を
高
め
る

た
め
に
、行
政
上
の
手
続
き
を
整
理
し
、そ
の
処
分
な
ど

を
明
確
に
し
ま
す
。

１４７万円

�
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人件費
18.8％

公債費
13.9％

積立金
4.2％

投資・出資
1.9％

繰出金
10.2％

予備費
0.2％

物件費
16.7％

扶助費
8.0％補助費等

13.1％

普通建設事業費
12.7％

維持補修費
0.3％

民生費
28.2％

公債費
13.9％

総務費
15.6％

土木費
11.8％

衛生費
8.2％

教育費
8.6％

商工費
3.4％

農林水産業費
5.5％

消防費
3.8％

議会費
0.8％

労働費
0.2％ 予備費

0.2％

市税
36.1％

負担金・使用料
手数料外

4.4％

繰入金
9.9％

財産収入外
3.8％

地方交付税
20.6％

地方債
11.8％

国県支出金
8.1％

地方譲与税
1.6％

地方消費税
交付金
2.6％

各種交付金
1.1％

自主財源
54.2％

依存財源
45.8％

昨年度と比べ

１３億円減

３.８％減

会計名

一般会計

特別会計合計 

同和地区住宅新築資金等貸付事業

国民健康保険

老人保健

介護保険

下水道事業

農業集落排水事業

上川手山林財産区

北の沢山林財産区

有明山林財産区

富士尾沢山林財産区

穂高山林財産区

産業団地造成事業

企業会計

水道事業

市営宿舎事業会計

予算額

325億円

303億4,273万円

782万円

90億7,050万円

88億1,180万円

56億7,583万円

61億1,396万円

2億757万円

173万円

57万円

123万円

64万円

59万円

4億5,045万円

収益的収入

  支出

資本的収入

  支出

収益的収入

  支出

資本的収入

  支出

20億3,628万円

19億8,580万円

2億9,143万円

18億3,081万円

3億100万円

2億9,900万円

0

1,200万円

前年度比（％）

△ 3.8

1.9

△ 8.3

13.7

△ 4.7

5.6

△ 4.4

7.4

0.8

37.1

79.6

△ 31.3

31.3

△ 12.7

△ 3.6

1.6

△ 73.5

△ 15.9

△ 0.0

△ 0.7

 

△ 29.0

各会計予算額一覧

※１万円未満は切り捨てで掲載。

一般会計歳入構成比率 一般会計歳出構成比率（目的別）

一般会計歳出構成比率（性質別）

一
般
会
計
で

３
２
５
億
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

　
市
の
主
要
な
会
計
で
あ
る
「
一
般
会
計
」

の
総
額
は
３
２
５
億
円
。
市
民
一
人
当
た
り

に
換
算
す
る
と
約
３２
万
円
が
今
年
度
の
仕
事

に
使
わ
れ
ま
す
。

　
昨
年
度
と
比
べ
る
と
全
体
で
３
・
８
％
少
な

い
予
算
で
す
が
、
昨
年
度
は
広
域
排
水
事
業

負
担
金
の
一
括
支
払
い
が
あ
っ
た
の
で
、
こ

の
特
殊
事
情
を
除
い
て
考
え
る
と
、
今
年
度

は
実
質
的
な
「
増
額
予
算
」
だ
と
い
え
ま
す
。

個
人
市
民
税
は

１１
億
円
増
収
の
見
込
み

　
今
年
度
入
っ
て
く
る
お
金
（
歳
入
）
は
、

市
税
収
入
が
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い

て
、
１１
・
５
％
増
の
１
１
７
億
１
、
９
９
０

万
円
。
特
に
個
人
住
民
税
は
税
源
移
譲
や
定

率
減
税
の
廃
止
に
よ
り
１１
億
１
、
２
０
０
万

円
（
３５
・
７
％
）
の
増
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

維
持
補
修
費
・
積
立
金
な
ど
が
増
加

　
今
年
度
使
う
お
金
（
歳
出
）
を
そ
の
性
質

に
よ
っ
て
分
類
し
て
み
ま
す
。

　
大
幅
に
増
額
し
て
い
る
の
は
「
維
持
補
修

費
」
と
「
積
立
金
」
で
す
。

　
維
持
補
修
費
は
、
河
川
の
維
持
管
理
費
、

公
民
館
・
体
育
施
設
の
修
繕
費
な
ど
で
３
１

３
９
万
円
（
５９
・
７
％
）
の
増
額
。
積
立
金

は
、
地
域
振
興
基
金
を
積
み
立
て
た
こ
と
で

１３
億
３
７
５
万
円
（
１
、
７
９
３
・
５
％
）

の
増
額
で
す
。

　
減
額
し
て
い
る
の
は
、
「
普
通
建
設
事
業

費
」
や
「
人
件
費
」
な
ど
で
す
。

　
普
通
建
設
事
業
費
は
、
安
曇
野
広
域
排
水

事
業
負
担
金
を
払
い
終
え
た
こ
と
な
ど
で
２９

億
１
、
３
６
８
万
円
（
４１
・
４
％
）
の
減
額
、

人
件
費
は
職
員
１９
人
の
減
員
な
ど
で
２
億
３
、

０
１
３
万
円
（
３
・
６
％
）
の
減
額
と
な
り

ま
し
た
。

特
別
会
計
は
１
・
９
％
の
増

　
「
特
別
会
計
」
は
、
国
民
健
康
保
険
や
介

護
保
険
事
業
、
下
水
道
事
業
な
ど
特
定
の
目

的
を
達
成
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
会
計
で
、

市
に
は
１２
会
計
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
予
算
総
額
は
、
合
計
で
３
０
３

億
４
、
２
７
３
万
円
。
昨
年
度
と
比
べ
５
億

６
、
３
３
７
万
円
（
１
・
９
％
）
増
額
と
な

り
ま
し
た
。

特集◎新年度予算

�



庶務係

文書法規担当

職員担当

秘書係

都市交流係

人権尊重係

庶務係

市民税担当

諸税係

庶務係

家屋係

土地係

収納担当

消防防災係

生活安全係

行政担当

企画担当

情報統計係

情報政策係

まちづくり推進担当

広報広聴係

財政担当

契約検査担当

施設監理係

管財係

市民係

国保年金担当

環境担当

福祉総務係

障害福祉係

生活保護係

高齢者福祉係

介護保険係

介護支援係

介護予防係

児童係

保育係

施設整備係

健康推進係

保健予防係

庶務係

農政係

耕地係

林務係

商工労政係

観光振興係

庶務係

管理係

建設担当

維持係

計画係

都市整備係

公園緑地係

建築景観係

住宅係

国営公園対策係

総 務 課

人 事 課

秘 書 課

人権尊重課

市 民 税 課

資 産 税 課

収 納 課

危機管理室

行政改革推進室

企画政策課

情報政策課

まちづくり推進課

財 政 課

契約管財課

市 民 課

環 境 課

社会福祉課

高齢者介護課

児童保育課

健康推進課

農 政 課

耕地林務課

商工観光課

安曇野ブランド推進室

監 理 課

建 設 課

都市計画課

建築住宅課

国営公園対策室

総
   務
   部

企

画

財

政

部

市
民
環
境
部

健
 康
 福
 祉
 部

産
業
観
光
部

都
市
建
設
部

市   長 副 市 長

戸籍や住民基本台帳に関する
業務。国民健康保険、国民年
金に関する事務　など。

ごみの減量やリサイクルなどを計
画・提案。動物愛護、公害防止
関係、消費者行政、墓地の管理
に関する業務　など。

行政相談、寄附の募集および採納、
地縁団体、情報公開、個人情報保
護、行政手続きに関する総合調整。
条例、規則等に関する業務　など。

秘書に関することや友好都市に
関する業務。
儀式、褒章、渉外に関する業務
など。

消防・防災に関する業務。
防犯・交通安全に関する業務
など。

行政施策の企画立案に関する
業務。各種統計の実施、統計資
料の収集および公表に関する業
務　など。

市民との協働のまちづくりの総合
調整・支援や広報広聴活動の企
画・調整に関する業務　など。

建設工事等の入札や契約、工
事の管理や検査。市有財産の
管理に関する業務　など。

個人の市民税・県民税、法
人の市民税、軽自動車税、
市たばこ税、入湯税等の課
税に関する業務  など。

土地や家屋などの固定資産税
の課税に関する業務　など。

職員の人事管理、職員の研修、
福利厚生、健康管理。

人権保護および男女共同参画
に関する業務　など。

市税の納税相談など税金の収
納に関する業務　など。

情報施策の推進および電算業務の
企画立案に関する業務　など。

市の財政運営の総合調整に関する業務。

行政改革の推進や行政評価、
事務改善に関する業務　など。

地域福祉計画、民生児童委員、
各種社会福祉団体に関する業
務。心身に障害のある人への福
祉サービス等に関する業務。生
活保護に関する業務　など。

高齢者の福祉サービスや生きが
いづくりに関する業務。介護保
険制度に関する業務　など。

米殻・果樹・野菜・花卉などの農
業、牛・豚などの畜産業、ニジマ
スなどの水産業の振興全般の
業務　など。
農道、用・排水路等農業基盤整
備に関する事業や山林に関す
る植林、育林、造林、林道の開設・
維持などの業務　など。
企業の誘致や中小企業のサポ
ートなどの業務。
観光および特産物の振興に関
する業務　など。

道路や河川の管理および事業
の調整に関する業務　など。

道路や河川の新設・改良および
維持補修に関する業務　など。

国営公園や県営緑地に関する事務。

各種健診・健康相談など健康づ
くりに関する業務、予防接種、感
染症予防に関する業務。「夜間
急病センター」等救急医療に関
する業務　など。

地域資源を活用した地域力の創生、地域ブ
ランドを振興するための企画・立案　など。

土地利用の調整に関する業務。
都市計画の調査、企画および策
定に関する業務。都市計画道路、
都市公園の整備に関する業務
など。

開発に関する調整および景観形
成に関する業務。市営住宅の
管理および木造住宅の耐震診
断に関する業務　など。

（豊科、三郷、堀金、明
科）保健センター係

※4月から「助役」に変わり、「副市長」になりました。

児童福祉、母子福祉等に関する
業務。児童館、子育て支援等に
関する業務。保育園の運営およ
び整備に関する業務　など。

議  会 議会の情報を素早く、分かりやすく検索できます。

　４月からインターネットを通じて、市議会定例会・臨時会の

会議録を検索・閲覧できるシステムを導入しました。このシス

テムは、例えば「広報」と入力すると、これまでの質問・答弁

などから広報に関するものを探すことができるほか、会議名や

発言者名からも探すこともできます。ホームページアドレスは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  で、市

ホームページの市議会のページからも利用できます。

http: / /www.gi j i roku. jp/gikai /c_azumino/ index.html

庶務担当

料金担当

管理係

工務係

維持係

維持管理係

下水道整備担当

出納係

審査係

教育総務係

学校庶務係

学校教育係

学校施設係

学校給食係

社会教育係

文化振興係

文化財保護係

スポーツ振興係

子ども支援係

交流学習センター係

生涯学習係、社会体育係

生涯学習係、社会体育係

生涯学習係

生涯学習係

生涯学習係

法令に基づき監査委員が行う、市の定期監査・決算
審査・例月出納検査等の監査業務の事務補助。

衆議院議員・参議院議員の選挙、長野県議会議
員・長野県知事選挙、安曇野市議会議員および
安曇野市長の選挙、農業委員会の委員選挙、土
地改良区の総代選挙、選挙人名簿の調製（閲覧）、
選挙啓発、検察審査員候補者の選定、直接請求
などに関する事務。

農地法に基づいた申請や届出の受付、審議に関
する事務。農業相談や農業者年金に関する事務。

職員の勤務条件に関する措置の要求および職員
に対する不利益処分の審査などを行う公平委員
会の事務。

固定資産課税台帳に登録された価格に関する審
査・決定をする固定資産評価審査委員会の事務。

収 入 役

教 育 長

固
定
資
産
評
価

審

査

委

員

会

事

務

局

公
平
委
員
会

事

務

局

農
業
委
員
会

事

務

局

選
挙
管
理
委
員
会

事

務

局

監

査

委

員

事

務

局

市議会に関する事務。

議

会

事

務

局

業 務 課

上 水 道 課

下 水 道 課

学校教育課

社会教育課

豊科教育課

穂高教育課

三郷教育課

堀金教育課

明科教育課

上
下
水
道
部

教
  育
  委
  員
  会

各部署での収入・支出の取りまとめ
と金融機関との調整。支払伝票の
審査に関する業務　など。

教育委員会事務、小中学校・
幼稚園の管理や運営、学校
施設整備、学校給食に関す
る業務　など。

生涯各期を通じた学習、芸術
文化、スポーツの振興、文化
財の保護、図書館事業に関す
る業務。

上水道事業の経理、発注工事
等の入札・契約・検査、上水道
料金、下水道使用料の賦課徴
収に関する業務　など。

下水道施設の建設および維持管理、受益
者負担金の賦課徴収、排水設備工事の
技術指導・審査・検査、合併処理浄化槽の
設置・補助金交付に関する業務　など。

上水道施設の維持管理、施設
の整備工事、宅内給水工事の
審査・検査、指定工事店の指定
に関する業務　など。

地域の学習事業、公民館活動
に関する業務　など。

会 計 課

��4月号広報

市政トピックス

�� 4月号広報 月号

４月に組織改編

本庁の仕事内容
市では「安曇野市行財政改革大綱（第１次）・行政経営改革プラン」の取り組みを着実に推進し、

市民サービスの向上を図るため、４月に組織の改編を行いました。これにより、本庁の課等が一部変わりましたので、
お知らせします。総合支所の業務は、「暮らしのガイドブック」または広報１月号をご覧ください。



��4月号広報

上
水
道

穂
高
地
域
の
水
道
料
金
が
変
わ
り
ま
す

こ
の
ほ
ど
給
水
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
平
均
で
15
％
程
度
の
料
金
改
定
に
な
り
ま
す
。

一
般
用
水
道
料
金
の
10
月
請
求
分
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す

下
水
道

下
水
道
使
用
料
金
等
が
変
わ
り
ま
す

下
水
道
使
用
料
金
等
の
改
定
を
行
い
、
平
均
で
８
・
８
％
の
値
上
げ
に
な
り
ま
す
。

使
用
料
金
は
、
豊
科
地
域
と
穂
高
・
三
郷
・
堀
金
・
明
科
地
域
に
分
け
て
設
定
し
ま
す
。

市政トピックス

�� 4月号広報 月号

 　
穂
高
地
域
に
お
け
る
水
道
事
業
の

経
営
健
全
化
を
図
る
た
め
、
市
議
会

３
月
定
例
会
に
お
い
て
給
水
条
例
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
一
般
用
の
水
道
料
金
は
、
今

年
の
１０
月
請
求
分
か
ら
値
上
げ
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

料
金
改
定
に
至
る
背
景

　
水
道
事
業
は
、
地
方
公
営
企
業
法

が
適
用
さ
れ
、
独
立
採
算
制
を
基
本

と
し
、
経
費
の
ほ
と
ん
ど
を
水
道
料

金
で
賄
う
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
安
曇
野
市
の
水
道
事
業
は
、
平
成

１７
年
１０
月
の
合
併
を
経
て
旧
５
町
村

の
事
業
を
引
き
継
ぐ
形
で
発
足
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
現
時
点
で
は
事
業

の
統
合
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
水
道
料

金
に
つ
い
て
は
旧
町
村
ご
と
そ
れ
ぞ

れ
に
経
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
中
、
穂
高
地
域
の
水
道
事
業
は
、

現
在
大
変
に
厳
し
い
経
営
を
強
い
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
昨
年

か
ら
水
道
事
業
運
営
審
議
会
を
発
足

し
て
審
議
を
重
ね
て
検
討
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
料
金
の
値
上
げ
に
つ
い
て

は
や
む
を
得
な
い
と
の
答
申
内
容
で

ま
と
ま
り
、
平
均
で
１５
%
程
度
の
料

金
改
定
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

赤
字
の
解
消
を
図
る

　
穂
高
地
域
で
は
、
安
全
な
水
を
安

定
し
て
供
給
す
る
た
め
の
施
設
整
備

（
第
５
次
３
期
拡
張
事
業
）を
平
成
１６

年
度
か
ら
４
ヵ
年
計
画
で
進
め
て
い

ま
す
。
こ
の
経
費
が
多
額
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、

多
額
の
累
積
赤
字
を
抱
え
る
見
込
み

で
す
。
こ
の
た
め
、
早
急
に
赤
字
経

営
の
解
消
を
図
る
と
と
も
に
、
健
全

経
営
が
維
持
で
き
る
財
源
確
保
を
行

い
な
が
ら
、
一
刻
も
早
く
市
の
水
道

料
金
統
一
化
を
図
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
新
し
い
料
金
体
系

の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
来
月
の

広
報
５
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
豊
科
総
合
支
所
内

　
上
下
水
道
部
業
務
課

　
　
　
　
　
　
（
℡
７２
・
３
１
１
１
）

＊ T O P I C S

H18における収益的収支の見込み

 

　
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
施
設
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
快
適
で
衛
生
的
な

生
活
を
営
む
た
め
、
ま
た
河
川
な
ど

の
水
質
保
全
な
ど
自
然
環
境
を
守
る

た
め
の
大
切
な
施
設
で
す
。
し
か
し
、

下
水
道
事
業
は
、
公
共
事
業
の
中
で

も
多
額
の
資
金
を
必
要
と
す
る
先
行

投
資
型
の
事
業
で
す
。
こ
の
財
源
は
、

国
の
補
助
金
を
除
く
と
大
部
分
を
下

水
道
事
業
債
に
よ
る
長
期
の
借
入
に

依
存
し
て
い
ま
す
。
下
水
道
の
整
備

が
終
盤
を
迎
え
、
借
入
金
の
返
済
が

増
大
し
、
今
後
下
水
道
事
業
を
巡
る

財
政
・
経
営
状
況
は
一
層
厳
し
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
来
、
汚
水
の
処
理
や
処
理
施
設

の
維
持
管
理
ま
た
は
汚
水
処
理
施
設

建
設
の
た
め
の
市
債
の
償
還
利
子
な

ど
の
経
費
は
、
す
べ
て
使
用
料
で
賄

う
こ
と
が
原
則
で
す
が
、
現
状
は
不

足
分
を
一
般
会
計
（
税
金
）
か
ら
の

繰
入
金
で
補
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
が
今
後
増
大
す
る
こ
と
か
ら
、
下

水
道
等
の
未
整
備
地
域
と
で
負
担
の

公
平
を
欠
く
こ
と
に
な
る
上
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
依
存
す
る
こ

と
は
福
祉
や
教
育
な
ど
の
行
政
経
費

を
圧
迫
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
た
め
、

下
水
道
使
用
料
等
に
つ
い
て
学
識
経

験
者
・
住
民
代
表
者
か
ら
な
る
下
水

道
事
業
運
営
審
議
会
に
諮
問
し
、
答

申
を
受
け
下
水
道
使
用
料
金
等
を
改

定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
値
上

率
は
、
平
均
８
・
３
％
で
、
使
用
料

金
は
、
豊
科
地
域
と
穂
高
・
三
郷
・

堀
金
・
明
科
地
域
に
分
け
て
設
定
を

し
ま
し
た
。

　
豊
科
地
域
は
、
使
用
料
金
が
他
地

域
に
比
べ
最
も
低
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
下
水
道
へ
の
接
続
率
も
高
い
た

め
使
用
料
収
益
が
最
も
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
使
用
料
金
を
一
気
に
統
一

す
れ
ば
運
営
状
況
の
良
い
豊
科
地
域

の
値
上
率
が
最
も
高
く
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
か
ら
、
審
議
会
で
経
過
期
間

を
お
い
て
使
用
料
金
を
統
一
す
る
の

が
望
ま
し
い
と
の
答
申
が
出
さ
れ
決

定
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
市
で
は
、
下
水
道
事
業
の

経
費
節
減
と
事
務
の
効
率
化
を
図
り
、

事
業
の
運
営
に
努
め
ま
す
。
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
新
し
い
料
金
体
系
の
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、
来
月
の
広
報
５

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
豊
科
総
合
支
所
内

　
上
下
水
道
部
下
水
道
課

　
　
　
　
　
　
（
℡
７２
・
３
１
１
１
）

下水道事業収支予測グラフ

下水道の早期接続にご協力を

　下水道を使用するには、台所や浴室、水洗トイレの排水

を一緒に下水道へ流す排水設備（接続）工事が必要となり

ます。汚れた水をそのまま川に流すと水質を悪化させたり、

悪臭が発生したりします。安曇野のきれいな水を未来まで

守るため、排水設備の工事の早期実施と下水道事業へのご

理解とご協力をお願いします。

当年度純利益（損失）の実績と見込み

-14

-12

-10

-8

-6

-4

-2

0

2
H15　  H16　  H17　  H18  　H19  　H20  　H21　  H22　  H23

（千万円）

H15からH17までは実績。H18からは料金
改定を行わない場合の損益見込

収　　入
6.4億円

内、水道料金は６．２億円

独立採算であることから
全収入の９７%が水道
使用料で占めている

支　　出
7.1億円

（内訳）
 ・減価償却費
 ・支払利息
 ・動力費
 ・人件費
 ・修繕費
 ・その他

３．３億円
１．９億円
０．６億円
０．２億円
０．２億円
０．９億円７千万円の赤字

0

2,000,000

4,000,000

6,000,000

8,000,000

一般会計繰入金
諸　収　入
市　　　債
国庫補助金
受益者負担金
使  用  料

平
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年
度

平
成
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年
度

平
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年
度

平
成
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年
度

平
成
22
年
度

平
成
23
年
度

平
成
24
年
度

平
成
25
年
度

平
成
26
年
度

平
成
27
年
度

（単位：千円）
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協
働
の
ま
ち
づ
く
り

つ
な
が
る
元
気
、ひ
ろ
が
る
協
働

支
え
合
う
地
域
社
会
を
目
指
し
、
市
民
活
動
団
体
が
行
う
地
域
の
絆
を
強
め
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

市政トピックス

�� 4月号広報 月号

黒沢洞合公園しゅん工

健康づくり計画

中学生とともに考えた自然を生かした公園が完成

安曇野市の健康づくり計画を策定しました

今春、市内の小学校に入学した児童に防犯ブザーを配布

公園とその周辺には、良好な自然環境が残り、
昆虫や鳥など多くの生物を見ることができる

健康づくりを効果的に推進するため、
具体的な目標と目標値が設定されている

　市教育委員会が整備を進めていた黒沢洞合自然公

園のしゅん工式が３月８日、現地で行われました。

　式には、計画の段階から参加してきた三郷中学校

の３年生など関係者約２００人が参加し、３年を掛け

て造りあげた公園の完成を祝いました。同公園は、

生徒たちが考えた黒沢自然公園プランをもとに計画

され、設計をはじめ工事にも生徒たちが協力し、自

然を生かした公園になっています。園内には、ビオ

トープ池や自然観察などができる散策路、バイオト

イレなどがあります。

　昨年から市の健康づくり推進協議会が策定を進め

ていた安曇野市健康づくり計画がこのほどまとまり

ました。

　市として総合的な健康づくりを推進するために、

今後この計画をもとに具体的な取り組みを進めてい

きます。市民の皆さんにも健康における安曇野市の

現状を知っていただき、日ごろの健康づくりに役立

ててもらうため、今月の広報あづみのからこの計画

についてお知らせしていきます。（２８ページ参照）

市内の新１年生約940人に配布された
防犯ブザー

　学校教育課では、市内にある１０小学校の新１年
生に防犯ブザーを配布しました。
　これは、登下校などの際に不審者の出没や犯罪に
巻き込まれないようにするために、昨年の１年生か
ら配布をしているものです。
　児童には、不審者などに出会ってしまったときは、
防犯ブザーを鳴らすように指導しています。防犯ブ
ザーの音が聞こえたときは、子どもたちの救護や保
護に、地域の皆さんのご協力をお願いします。

■申請受付場所　　申請団体の活動拠点がある各総合支所地域支援課まちづくり推進係へ持参してください。
■提出書類　　　　①つながりひろがる地域づくり事業補助金申請書（様式１号）
　　　　　　　　　②市民活動団体の規約　③役員名簿　④予算積算資料
　※申請書は、各総合支所地域支援課または市ホームページからダウンロードできます。
■申請先・制度に関する問い合わせ　
　　各総合支所地域支援課まちづくり推進係　
　　　　豊科（℡７２・３１１１）穂高（℡８２・３１３１）三郷（℡７７・３１１１）堀金（℡７２・３１０６）明科（℡６２・３００１）
　　安曇野庁舎内企画財政部まちづくり推進課（℡７１・２０００）

 　
市
で
は
、
支
え
合
う
地
域
社
会
を

目
指
し
、
市
民
活
動
団
体
（
区
・
グ

ル
ー
プ
な
ど
）
が
行
う
自
主
的
で
、

主
体
的
な
地
域
に
根
ざ
し
た
市
民
活

動
事
業
を
支
援
し
、
幅
広
い
市
民
活

動
事
業
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的

に
、
つ
な
が
り
ひ
ろ
が
る
地
域
づ
く

り
事
業
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
団
体
は
？

　
地
域
に
根
ざ
し
た
市
民
活
動
団
体

で
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

①
安
曇
野
市
内
に
活
動
拠
点
を
有
し

　
て
い
る
こ
と

②
市
民
が
５
人
以
上
構
成
員
と
な
っ

　
て
い
る
こ
と
。

③
団
体
設
立
目
的
、
組
織
、
代
表
者

　
な
ど
に
関
す
る
定
め
が
あ
る
こ
と

④
活
動
実
績
が
あ
る
こ
と

■
対
象
事
業
は
？

　
安
曇
野
市
内
で
行
う
協
働
の
啓
発

を
伴
い
、
地
域
と
の
絆
を
強
め
る
事

業
で
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

①
自
主
的
、
主
体
的
に
取
り
組
む
市

　
民
活
動
事
業
で
、
モ
デ
ル
的
で
、

　
発
展
性
が
あ
る
こ
と

②
新
た
な
地
域
世
代
間
等
市
民
交
流

　
機
会
の
創
出
が
図
れ
る
こ
と

③
経
済
的
、
精
神
的
に
自
立
を
目
指

　
し
、
継
続
性
が
見
込
め
る
こ
と

④
国
・
県
・
市
か
ら
助
成
を
受
け
て

　
い
な
い
こ
と

⑤
宗
教
関
連
・
政
治
関
連
事
業
で
な

　
い
こ
と

⑥
特
定
の
企
業
、
団
体
お
よ
び
個
人
の

　
利
益
を
追
求
す
る
事
業
で
な
い
こ
と

︻
事
業
例
︼
 

・
伝
統
行
事
の
継
承

・
郷
土
の
宝
探
し
と
郷
土
史
マ
ッ
プ

　
づ
く
り

・
地
区
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
と
子
ど
も

　
の
交
流

・
里
山
・
森
林
の
整
備

・
ホ
タ
ル
の
復
活
　
　
　
　
な
ど

※
総
合
支
所
ご
と
に
選
考
委
員
会
を

　
設
置
し
て
、
審
査
・
選
考
を
行
い

　
ま
す
。

■
補
助
金
交
付
額

　
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

　
　
　
　
　
　
　
（
限
度
額
１０
万
円
）

※
対
象
経
費
と
は
、
補
助
対
象
事
業

　
の
実
施
に
要
す
る
経
費
か
ら
当
該

　
事
業
収
入
な
ど
の
額
を
除
い
た
も

　
の
で
す
。

※
補
助
対
象
期
間
は
、
単
年
度
で
す
。

■
事
業
成
果
発
表
会

　
交
付
を
受
け
た
団
体
同
士
の
交
流

と
協
働
の
啓
発
を
図
る
た
め
、
実
施

事
業
に
つ
い
て
の
成
果
を
発
表
す
る

事
業
成
果
発
表
会
を
一
般
公
開
で
行

い
ま
す
。
市
民
活
動
団
体
の
自
ら
の

評
価
と
し
て
発
表
し
、
意
見
交
換
な

ど
を
行
い
ま
す
。

つながりひろがる地域づくり事業補助金

５／１（火）～５／31（木） 第1次申請の受付を始めます

ど��あい

＊ T O P I C S
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　男女共同参画連絡協議会（山田安子会長）は３
月１１日、講師に鎌田實先生を迎えて「男女 ともに 
いきいきと生きる」と題した講演会を豊科公民館大
ホールで行いました。
 鎌田先生は、今までに出会った人とのエピソード
を紹介しながら、在宅医療や障害者とのかかわり、
子ども、男女、家族、生きることについて講演しま
した。会場を訪れた約８００人の市民は、鎌田先生
の穏やかで優しさあふれる話に、聞き入っていました。

　カラスとの付き合い方をテーマにしたシンポジウム
（主催：県松本地方事務所・ＮＰＯ野生生物資料
情報室）が３月１０日、三郷公民館で開催されました。
 市内でも近年、カラスによる農業被害や騒音、
ふんの被害が問題になっています。
 シンポジウムでは、研究者がカラスの生態につい
て講演したほか、市からは明科総合支所市民環
境課の担当職員が被害の現状と対策について報
告しました。会場には１３０人の参加者が訪れ、カ
ラスに関する情報を共有しました。

カラスの生態を知り、情報共有
3/10 カラスシンポジウム

新たな一歩
市内の卒業（園）式・入学（園）式

県内最大規模の商工会が誕生
４/1 安曇野市商工会開所式

3/22 家族経営協定調印式

　第２回安曇野市家族経営協定調印式（農業委
員会・県松本農業改良普及センター主催）が３月２２
日、堀金総合支所で開催されました。
 家族経営協定は、農業を営む家族の中で、あ
いまいになりがちな就業条件や経営方針などを取り
決めるものです。この日は、新たに２家族が協定
書に署名をしました。新規協定家族を代表して、
三郷小倉の中島誠二さんは、「健全な経営を目指
すことで、農業の振興につなげたい」とあいさつし
ました。市内の協定家族は、これにより９６家族と
なりました。

健全な農業経営に向けて

男女ともにいきいきと生きる
3/11 男女共同参画連絡協議会講演会

　安曇野市観光協会合併調印式が３月６日、
穂高神社参集殿で行われました。
 この日は、平林市長の立会いのもと、
旧町村ごとにあった観光協会の会長が合
併契約書に署名、調印しました。平林市
長は、「合併により広域化し、安曇野の
良さを満喫していただける体制にしていっ
てほしい」とあいさつしました。
 ３月２８日には、市観光協会の事務局を
置く穂高総合支所で発足記念式典が行
われました。今後は、６月１日に設立総会
を開き、観光振興の中心として、地域観
光産業の更なる発展を目指し、正式にス
タートします。

市観光振興の中心として
３/6安曇野市観光協会合併調印式

　市内の５つの商工会が合併した安曇野市商工会
（会田二郎会長）の開所式が４月１日、本所となる旧
豊科商工会館で行われました。
 この日は、合併に向けて協議を進めてきた５商工
会長や職員など関係者約５０人が参加し、テープカ
ットやくす玉割り、看板の除幕で、会員数が県内で
最大規模となる新商工会の誕生を祝いました。今
後は、旧町村ごとにあった商工会事務所を支所とし、
各商工会ごとにあった部会を中心に事業を行うほ
か、市と連携しながら会員をはじめ、市内の経
済活動の発展を目指します。

 市内の小学校、中学校、保育園で卒
業（園）式と入学（園）式が行われました。
　友だちや恩師と過ごした時間を胸に、
新たな旅立ちを祝った卒業式。
 春の日差しのもと、新しい生活へ元気
いっぱいの笑顔が並んだ入学式。
　それぞれ新たな一歩を踏み出しました。



　　
豊
科
出
身
の
詩
人
で
ド
イ
ツ
文
学

者
だ
っ
た
藤
森
秀
夫
の
業
績
を
顕
彰

し
、
「
子
ど
も
た
ち
に
よ
い
歌
」
を
、

と
い
う
願
い
を
込
め
、
童
謡
祭
り
を

開
催
し
ま
す
。

■
内
容
　
コ
ー
ラ
ス
団
体
に
よ
る
藤

森
秀
夫
の
作
品
披
露
、
作
詞
作
曲
コ

ン
ク
ー
ル
表
彰
・
最
優
秀
曲
の
披
露
、

信
州
ゆ
か
り
の
懐
か
し
い
童
謡
、
唱

歌
を
映
像
と
歌
で
紹
介（
出
演
・
信
州

大
学
教
育
学
部
　
齊
藤
忠
彦
助
教

授
、
田
島
達
也
助
教
授
）

■
日
時
　
５
月
５
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
９
時
３０
分
〜

■
場
所
　
豊
科
公
民
館
ホ
ー
ル

■
入
場
料
　
無
料

■
主
催
　
童
謡
祭
り
実
行
委
員
会

■
共
催
　
安
曇
野
市
教
育
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ
　
豊
科
公
民
館

　
　
　
　
　
　
（
℡
７２
・
２
１
５
８
）

　
教
育
委
員
会
と
市
体
育
指
導
委
員

会
で
は
、
あ
づ
み
野
新
発
見
！
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
「
新
緑
の
黒
沢
の
滝
へ
」

を
開
催
し
ま
す
。
三
郷
の
歴
史
、
動

植
物
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
、
緑
も

え
る
黒
沢
の
滝
を
目
指
し
歩
い
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
日
時
　
５
月
２０
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
ご
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
雨
天
中
止
）

■
コ
ー
ス
　
室
山
ア
グ
リ
パ
ー
ク
〜

　
黒
沢
の
滝
（
往
復
約
８
㌔
、
上
り

　
坂
あ
り
）

■
集
合
　
午
前
８
時
２０
分
ま
で
に
室

　
山
ア
グ
リ
パ
ー
ク
集
合

■
定
員
　
５０
人（
参
加
希
望
者
多
数

　
の
場
合
は
抽
選
）

■
参
加
費
　
１
人
 
１
０
０
円
（
保

　
険
代
等
、
当
日
徴
収
）

■
そ
の
他
　
詳
し
い
日
程
な
ど
は
参

　
加
者
に
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
５
月
８
日（
火
）ま
で

　
に
豊
科
公
民
館
・
穂
高
会
館
・

　
三
郷
公
民
館
・
堀
金
総
合
体
育

　
館
・
明
科
公
民
館
の
各
窓
口
に

　
あ
る
申
込
書
で
お
申
し
込
み
く

　
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
三
郷
教
育
課

　
　
　
　
　
　
（
℡
７７
・
２
１
０
９
）

　
伊
那
路
に
は
花
の
名
所
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
今
回
は
フ
ジ
の
花
に

重
点
を
置
き
、
喬
木
村
の
阿
島
の
大

藤
、
豊
丘
村
の
泉
龍
院
の
三
色
フ
ジ

な
ど
を
巡
り
ま
す
。

■
日
時
　
５
月
９
日（
水
）
午
前
８

　
時
〜
午
後
５
時
ご
ろ（
雨
天
中
止
）

■
講
師
　
柴
野
武
夫
さ
ん

　
　
　
　
木
船
清
さ
ん

■
定
員
　
２０
人

　（
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
参
加
費
　
１
人
５
０
０
円
程
度

　（
入
園
料
な
ど
当
日
徴
収
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
　

　
４
月
２４
日（
火
）ま
で
に
三
郷
公
民

　
館（
℡
７７
・
２
１
０
９
）に
電
話
で

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
市
内
外
の
自
然
と
歴
史
文
化
を
訪

ね
る
講
座
を
明
科
地
域
の
住
民
を
対

象
に
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
時
期
　
１
年
４
回

■
対
象
　
明
科
地
域
在
住
の
人

■
受
講
料
　
１
回
２
０
０
円

　
　
　
　
　（
計
８
０
０
円
）

■
定
員
　
３０
人

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
　
明
科

　
公
民
館（
℡
６２
・
４
６
０
５
）に
電

　
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定

　
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

安曇野市教育委員会

��������

�������� ����

�����

あ
づ
み
の
新
発
見
！
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

新
緑
の
黒
沢
の
滝
へ

明
科
公
民
館

柏
樹
（
高
齢
者
）
学
級

三
郷
公
民
館

春
の
伊
那
路
花
め
ぐ
り

明
科
公
民
館

自
然
と
文
化
探
訪
講
座
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今
回
は
、
室
山
の
初
夏
の
植
物
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。
身
近
な
自
然
を

楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
講
師
　
飯
沼
冬
彦
さ
ん

　（
元
豊
科
町
文
化
財
調
査
委
員
）

■
日
時
　

　
５
月
１９
日（
土
）

　
午
前
９
時
〜
１１
時
３０
分
　

■
会
場
　
室
山（
三
郷
）

■
募
集
人
員
　
約
３０
人

■
受
講
料
　
３
０
０
円（
受
講
料
・

　
保
険
料
な
ど
）

■
申
し
込
み
　

　
４
月
２４
日（
火
）か
ら
５
月
１３
日（
日
）

　
ま
で
に
、
田
淵
行
男
記
念
館
窓
口

　
に
受
講
料
を
添
え
て
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
締

　
め
切
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
田
淵
行
男
記
念
館

　
　
　
　
　
　
（
℡
７２
・
９
９
６
４
）

　
明
科
地
域
の
高
齢
者
の
生
き
が
い

づ
く
り
と
仲
間
づ
く
り
を
目
的
に
高

齢
者
学
級
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日
　
５
月
か
ら
全
１０
回

　
　
　
　
　（
月
１
回
程
度
）

■
場
所
　
明
科
公
民
館
ほ
か

■
対
象
　
６０
歳
以
上

　（
明
科
地
域
在
住
・
勤
務
者
）

■
受
講
料
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
　
明
科

　
公
民
館（
℡
６２
・
４
６
０
５
）に
電

　
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。申
し

　
込
み
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

あ

じ
ま
　
　
お
お

ふ
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　せ
ん
り
ゅ
う
い
ん

紹介する人

お
す
す
め
の
一
冊

郷
土
の
詩
人
・
藤
森
秀
夫
を
顕
彰

童
謡
祭
り

田
淵
行
男
記
念
館

お
も
し
ろ
自
然
教
室
第
2
回

　この本は私が５歳のころ、母から贈られたものです。
８４話もの民話が古代から現代へと時代を追って編まれ
ていて、『庶民の魂の言葉』として生きてきた民話の歴
史をたどることができます。素朴で単純明快な民話の
中には、人生を有意義に生きるための先人の知恵が詰
まっています。子ども時代には楽しい読み物として、
子育て中はわが子への読み聞かせ用に、現在は、おは
なし会用の大切なテキストとして…。今でも私の傍ら
で現役活躍中です。

ドキドキ・ワクワクお話の世界

5月の おはなし
図書館

豊科 おはなしたんぽぽ
豊科公民館和室 (Tel.72・2158)

１８日（金）１１：００～（幼児対象）
　　　　１６：３０～（５歳以上対象）

穂高 おはなしとしょかん
穂高会館講義室 (Tel.84・0111)

２６日（土）１０：３０～（幼児対象）
　　　　１１：２０～（５歳以上対象）

三郷 ポケットの会
三郷公民館児童室�(Tel.77・2109)

１２日（土）１０：００～（幼児・小学生対象）

堀金 おはなしのへや
堀金図書館児童コーナー�(Tel.72・5796)

  ９日（水）１１：００～（幼児対象）
１６日（水）１５：３０～（小学生対象）
　　　　１６：００～（保育園児対象）

明科 おはなしの会
明科図書館おはなしコーナー�(Tel.62・1122)

２６日（土）１１：００～（幼児対象）
　　　　１１：３０～（５歳以上対象）

城�取���ゆ�きさん�（穂高柏原）
しろ���とり

お
す
す
め
の
一
冊

む
か
し
 む
か
し

与
田
準
一
�
川
崎
大
治

松
谷
み
よ
子
�
編
著

＊大人も楽しめます。

童謡祭り
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室山池のスイレン
初夏から夏にかけて見ごろになる

あ



　　
子
ど
も
の
発
達
・
成
長
に
つ
い
て

大
切
な
こ
と
や
子
育
て
を
支
え
る
家

庭
環
境
づ
く
り
を
学
び
合
い
ま
す
。

■
開
校
　
５
月
１６
日（
水
）毎
月
１
回
、

　
原
則
水
曜
日（
閉
校
３
月
５
日
・
火
）

■
時
間
　
午
前
９
時
３０
分
〜
１０
時
３０

　
　
　
　
分
ご
ろ

■
会
場
　
堀
金
公
民
館

■
参
加
費
　
子
ど
も
１
人
２
０
０
円

　
　
　
　
　（
材
料
費
）

■
対
象
　
妊
婦
さ
ん
、
０
・
１
歳
児

　
と
保
護
者

■
申
し
込
み
　
５
月
１６
日（
水
）午
前

　
９
時
３０
分
ま
で
に
堀
金
公
民
館
講

　
堂
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。
受
付

　
と
開
校
式
を
行
い
ま
す
。

■
持
ち
物
　
参
加
費
・
筆
記
用
具
・

　
上
履
き

※
都
合
の
悪
い
人
は
必
ず
事
前
に
ご

　
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
子
ど

　
も
支
援
係
　
（
℡
６２
・
４
５
６
５
）

　
穂
高
公
民
館
で
は
、
乳
幼
児
の
子

育
て
中
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
し
た
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
親
子

で
参
加
し
、
講
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
お
子
さ
ん
と
向
か
い
合

い
、
実
践
か
ら
子
育
て
に
つ
い
て
大

切
な
こ
と
を
学
び
ま
す
。
希
望
者
は

５
講
座
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
１
つ
を

選
択
し
て
受
付
日
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

 
時
間
・
場
所
︵
共
通
︶

■
時
間
　
午
前
９
時
４５
分
〜
１１
時

■
会
場
　
か
じ
か
の
里
公
園（
穂
高

　
北
穂
高
）雨
天
の
場
合
は
穂
高
会
館

■
参
加
費
　
子
ど
も
１
人
２
０
０
円

　
　
　
　
　（
材
料
費
）

  
申
し
込
み︵
共
通
︶

　
各
講
座
の
受
付
日
の
午
前
９
時
４５

分
ま
で
に
穂
高
会
館
講
堂
に
お
集
ま

　
り
く
だ
さ
い
。受
付
と
説
明
会
を
行

　
い
ま
す
。説
明
会
は
お
子
さ
ん
と
一
緒

　
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
構
い
ま
せ
ん
。

■
持
ち
物
　

　
参
加
費
、
筆
記
用
具
、
上
履
き
　

　
※
受
付
日
に
都
合
の
悪
い
人
は
、

　
　
必
ず
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
穂
高
会
館
内
教
育

　
委
員
会
穂
高
教
育
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
（
℡
８２
・
５
９
７
０
）

  妊
婦
さ
ん
・
0
歳
児
お
母
さ
ん
教
室

　
子
ど
も
の
発
達
・
成
長
に
つ
い
て

基
礎
的
な
こ
と
を
学
び
ま
す
。

■
対
象
　
妊
婦
さ
ん
、
０
歳
児
の
子

　
ど
も
と
保
護
者

■
受
付
日
　
５
月
８
日（
火
）

■
開
催
日
　
５
月
１５
日
〜
９
月
１１
日

　
の
毎
週
火
曜
日

　
１
歳
児
お
母
さ
ん
教
室

　
子
ど
も
の
発
達
・
成
長
に
つ
い
て

基
礎
的
な
こ
と
を
学
び
ま
す
。

■
対
象
　

　
１
歳
児
と
保
護
者

■
受
付
日
　
５
月
８
日（
火
）

■
開
催
日
　
５
月
１５
日
〜
９
月
１１
日

　
の
毎
週
火
曜
日

　　
健
全
な
心
と
体
を
育
て
る
た
め
に

必
要
な
こ
と
を
学
び
ま
す
。

■
対
象
　
２
歳
〜
４
歳
児
と
保
護
者

■
受
付
日
　
５
月
１１
日（
金
）

■
開
催
日
　
５
月
１５
日
〜
９
月
１１
日

　
の
毎
週
火
曜
日
、
ま
た
は
５
月
１８

　
日
〜
９
月
２８
日
の
毎
週
金
曜
日
。

　
ど
ち
ら
か
希
望
の
曜
日
の
コ
ー
ス

　
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

　
日
ご
ろ
、
子
育
て
や
し
つ
け
で
疑

問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
仲
間
と
と

も
に
学
び
合
い
ま
す
。

■
対
象
　
２
歳
〜
４
歳
児
と
保
護
者

■
受
付
日
　
５
月
９
日（
水
）

■
開
催
日
　
５
月
１６
日
〜
９
月
１２
日

　
の
毎
週
水
曜
日

　
「
遊
び
」
の
効
果
と
役
割
を
学
び

自
分
た
ち
で
実
践
し
ま
す
。

■
対
象
　
２
歳
〜
４
歳
児
と
保
護
者

■
受
付
日
　
５
月
１０
日
（
木
）

■
開
催
日
　
５
月
１７
日
〜
９
月
２７
日

　
の
毎
週
木
曜
日
ま
た
は
、
５
月
１８

　
日
〜
９
月
２８
日
の
毎
週
金
曜
日
。

　
ど
ち
ら
か
希
望
の
曜
日
の
コ
ー
ス

　
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
︵
共
通
︶

　
豊
科
勤
労
者
ス
ポ
ー
ツ
施
設
体

育
館
窓
口
で
所
定
の
用
紙
に
記
入

の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

電
話
で
の
お
申
し
込
み
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
の
際
に
ス

ポ
ー
ツ
保
険（
子
ど
も
５
０
０
円
　

大
人
１
、５
０
０
円
）が
必
要
に
な

り
ま
す
。

■
募
集
期
間
　

　
４
月
２３
日（
月
）〜
５
月
２
日（
水
）

　
※
各
教
室
と
も
に
定
員
に
な
り
次

　
　
第
、
締
め
切
り
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
豊
科
教
育
課
社
会

　
体
育
係
　
　
（
℡
７３
・
３
０
１
１
）

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス（
全
１５
回
）

　
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
楽
し
く
踊
り
な

が
ら
体
づ
く
り
を
し
ま
す
。

■
開
始
　
５
月
１４
日
か
ら
毎
週
月
曜

■
時
間
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

■
場
所
　
豊
科
南
社
会
体
育
館

■
講
師
　
山
本
裕
子
さ
ん

■
対
象
　
一
般

■
定
員
　
３０
人

■
受
講
料
　
１
、５
０
０
円

　
　
　
　
　（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
別
）

　ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
全
１５
回
）

　
誰
で
も
簡
単
に
で
き
る
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
用
具
を
使
っ
て
楽
し
く
運
動

し
ま
す
。

■
開
始
　
５
月
１６
日
か
ら
毎
週
水
曜

■
時
間
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

■
場
所
　
豊
科
南
社
会
体
育
館

■
講
師
　
体
育
指
導
員
・
社
会
体
育

　
担
当

■
対
象
　
一
般

■
定
員
　
２５
人

■
受
講
料
　
１
、５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
別
）

太
極
拳
教
室
（
全
１５
回
）

　
ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
作
で
、
無
理

な
く
心
身
と
も
に
鍛
え
ま
す
。

■
開
始
　
５
月
２３
日
か
ら
毎
週
水
曜

■
時
間
　
午
後
1
時
３０
分
〜
３
時

■
場
所
　
豊
科
武
道
館
剣
道
場

■
講
師
 
小
林
ま
さ
子
さ
ん

■
対
象
 
一
般

■
定
員
　
３０
人

■
受
講
料
　
１
、５
０
０
円

　
　
　
　
　（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
別
）

親
子
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
〜
ス
キ
ッ
プ
組
〜
（
全
３２
回
）

　
満
２
歳
児
の
お
友
達
と
一
緒
に
、

親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
運
動
し
ま
す
。

■
開
始
　
５
月
１６
日
か
ら
毎
週
水
曜

■
時
間
　
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

■
場
所
　
豊
科
勤
労
者
総
合
ス
ポ
ー

　
ツ
施
設
ほ
か

■
講
師
　
塩
原
恵
美
子
さ
ん

　
　
　
　（
市
社
会
体
育
指
導
員
）

■
対
象
　
満
２
歳
児（
H
１６
・
４
・
２
〜

　
H
１７
・
４・
１
生
ま
れ
）と
保
護
者

■
定
員
　
５０
組

■
受
講
料
　
３
、２
０
０
円

　
　
　
　
　（
別
途
お
や
つ
代
ほ
か
）

　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
は
別

妊
婦
さ
ん
、
0
・
1
歳
児

お
母
さ
ん
教
室
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乳幼児の
子育て教室

春からの
スポーツ教室
（豊科・明科）

乳
幼
児
対
象

家
庭
教
育
講
座

豊
科
地
域
の

ス
ポ
ー
ツ
教
室

母
と
子
の
健
康
教
室
テ
ー
マ
①

健
康
な
か
ら
だ
づ
く
り

母
と
子
の
健
康
教
室
テ
ー
マ
②

こ
こ
ろ
の
成
長
と
し
つ
け

母
と
子
の
健
康
教
室
　
テ
ー
マ
③

遊
び
の
世
界

か
じ
か
の
里
公
園



少
年
少
女
ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
全
５
回
）

　
満
３
歳
児
の
お
友
達
と
一
緒
に
、

親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
運
動
し
ま
す
。

■
開
始
　
５
月
１７
日
か
ら
毎
週
木
曜

■
時
間
　
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

■
場
所
　
豊
科
勤
労
者
総
合
ス
ポ
ー

　
ツ
施
設
ほ
か

■
講
師
　
塩
原
恵
美
子
さ
ん

　
　
　
　（
市
社
会
体
育
指
導
員
）

■
対
象
　
満
３
歳
児（
H
１５
・
４
・
２
〜

　
H
１６
・
４
・
１
生
ま
れ
）と
保
護
者

■
定
員
　
５０
組

■
受
講
料
 
３
、２
０
０
円

　
　
　
　
　（
別
途
お
や
つ
代
ほ
か
）

　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
は
別

　
軽
い
変
形
ボ
ー
ル
を
使
用
し
た
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
型
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

■
開
始
　
５
月
９
日
か
ら
隔
週
水
曜

■
時
間
　
午
後
７
時
３０
分
〜
９
時
３０
分

■
場
所
　
豊
科
勤
労
者
ス
ポ
ー
ツ
施

　
設
体
育
館

■
対
象
　
一
般

■
定
員
　
な
し

■
受
講
料
　
１
回
１
人
１
０
０
円

　
　
　
　
　
（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
別
）

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
明
科
支
部
と
共

催
し
、
新
た
に
各
種
目
へ
参
加
を
希

望
す
る
小
学
生
を
対
象
に
初
歩
の
ス

ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
対
象
　
小
学
生

■
時
期
　
５
月
中
旬（
全
５
回
）か
ら
。

　
終
了
後
、
希
望
者
は
ス
ポ
ー
ツ
少

　
年
団
へ
加
入
で
き
ま
す
。

■
場
所
　
明
科
地
域
各
施
設

■
受
講
料
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
　
明
科

　
公
民
館（
℡
６２
・
４
６
０
５
）に
電
話

　
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し

　
込
み
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

あ
や
め
ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
全
１０
回
）

　
健
康
と
仲
間
づ
く
り
を
目
的
に
し

た
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日
　
５
月
か
ら
毎
週
木
曜
日
、

　
　
　
　
　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時

■
場
所
　
明
科
公
民
館
ほ
か

■
対
象
　
明
科
地
域
在
住
・
勤
務
者

■
受
講
料
　
１
回
 
　
　
１
０
０
円

　
全
１０
回
　
合
計
 

１
、０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
　
明
科

　
公
民
館（
℡
６２
・
４
６
０
５
）に
電
話

　
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し

　
込
み
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
安
曇
野
市
豊
科
郷
土
博
物
館
友
の

会
の
美
術
系
部
会
に
よ
る
美
術
展
を
開

催
し
ま
す
。
多
様
な
表
現
方
法
の
作
品

か
ら
、
作
者
の
情
熱
が
伝
わ
り
ま
す
。

身
近
な
活
動
の
場
と
し
て
博
物
館
を
利

用
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
成
果
と
友
の
会

の
幅
広
い
活
動
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
出
展
部
会
　
美
術
部
・
書
道
部
・
押

　
絵
部
・
水
墨
画
部
・
写
真
部
・
植
物

　
画
部
・
刺
し
ゅ
う
部
・
絵
手
紙
部
　

■
会
場
 
安
曇
野
市
豊
科
郷
土
博
物
館

■
会
期
　
４
月
２９
日（
日
）〜
５
月
２０

　
日（
日
）

■
開
館
時
間
　

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　（
入
館
は
午
後
４
時
３０
分
ま
で
）

■
休
館
日
　

　
５
月
７
日（
月
）・
１４
日（
月
）

■
入
館
料
　

　
大
人
　
　
１
０
０（
８０
）円

　
小
中
学
生
　
　
５０（
４０
）円

　（
　
）内
は
２０
人
以
上
の
団
体
料
金

■
問
い
合
わ
せ
　
安
曇
野
市
豊
科
郷

　
土
博
物
館
　
（
℡
７２
・
５
６
７
２
）

　
豊
科
郷
土
博
物
館
友
の
会
の
自
然

系
の
部
会
に
よ
る
展
覧
会
を
開
催
し

ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
が
研
究
・
採

取
・
育
成
し
た
山
野
草
は
可
れ
ん
な

花
を
咲
か
せ
、
繊
細
な
小
宇
宙
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
自
然
が
作
っ
た
見

事
な
造
作
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
出
展
部
会
　

　
山
草
部
・
さ
く
ら
そ
う
部

■
会
場
 
安
曇
野
市
豊
科
郷
土
博
物
館

■
会
期
　
５
月
３
日（
木
）〜
６
日（
日
）

※
開
館
時
間
、
入
館
料
は
総
合
芸
術

　
展
と
同
様
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
安
曇
野
市
豊
科
郷

　
土
博
物
館
　
（
℡
７２
・
５
６
７
２
）

　
日
本
を
代
表
す
る
水
中
写
真
家
・

中
村
征
夫
の
４０
年
以
上
に
渡
る
活
動

の
中
か
ら
代
表
作
約
２
０
０
点
を
厳

選
し
て
展
示
し
ま
す
。
色
鮮
や
か
な

熱
帯
の
サ
ン
ゴ
礁
か
ら
東
京
湾
の
今

の
姿
ま
で
、
多
様
で
不
思
議
な
世
界

を
印
象
深
く
、
時
に
ユ
ー
モ
ラ
ス
に

映
し
出
し
ま
す
。

　
２
０
０
７
年
度
の
第
２６
回
土
門
拳

賞
を
受
賞
し
た
「
海
中
２
万
７
、０

０
０
時
間
の
旅
」
。
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ

の
親
子
の
１３
㍍
に
も
渡
る
実
物
大
の

写
真
な
ど
、
雄
大
で
神
秘
に
満
ち
た

母
な
る
海
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

■
会
期

　
４
月
１８
日（
水
）〜
６
月
３
日（
日
）

　
会
期
中
無
休

■
開
館
時
間
　

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　（
入
館
は
午
後
４
時
３０
分
ま
で
）

■
入
館
料
　

　
一
　
　
般
　
８
０
０
円（
７
０
０
円
）

　
大
・
高
生
　
６
０
０
円（
５
０
０
円
）

　
小
・
中
生
　
４
０
０
円（
３
０
０
円
）

　（
　
）
内
は
団
体

※
市
内
在
住
７５
歳
以
上
は
無
料
。

■
主
催
　
安
曇
野
市
豊
科
近
代
美
術

　
館
／（
財
）豊
科
文
化
財
団
／
読
売

　
新
聞
東
京
本
社
／
美
術
館
連
絡
協

　
議
会
、
共
催
　
テ
レ
ビ
信
州

■
問
い
合
わ
せ
　
安
曇
野
市
豊
科
近

　
代
美
術
館
　
（
℡
７３
・
５
６
３
８
）

親
子
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
〜
ジ
ャ
ン
プ
組
〜
（
全
３２
回
）

��4月号広報�� 4月号広報

豊
科
郷
土
博
物
館

明
科
地
域
の

ス
ポ
ー
ツ
教
室

安
曇
野
市
豊
科
郷
土
博
物
館

第
１７
回
友
の
会
総
合
芸
術
展

安
曇
野
市
豊
科
郷
土
博
物
館

第
２３
回
友
の
会
山
草
さ
く
ら
そ
う
展

安
曇
野
市
豊
科
近
代
美
術
館
・
開
館
１５
周
年
記
念
春
の
特
別
展

中
村
征
夫
写
真
展
海
中
2
万
7
、0
0
0
時
間
の
旅

ザトウクジラの一家
○中村征夫�2007C

タレント・三四六さん熱く語る
ふるさと常念の里・学びの集い

　ふるさと常念の里・学びの集い（堀金
公民館主催）が堀金総合体育館で行われ、
２３０人が訪れました。この日はラジオな
どで活躍しているタレントの三四六さん
が講演し、「安曇野の自然はかけがえの
ないもの。未来を担う子どもたちには、
思いやりとひとつのものを分け合う知恵
をはぐくんでほしい」と熱く語りました。

わ・だ・い

市民ランナーが結集！
市町村対抗駅伝選手選考会

　今春開催される市町村対抗駅伝の選考
会が、３月下旬に行われました。小学生
の選考会は３月１８日と２１日、豊科南部
総合公園で行われました。３１人の参加者
は１，０００㍍のタイムトライアルで競い合い、
男女各３人が選出されました。大会は５
月６日、松本市で開催される予定です。

ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
ふ
ら
ば
ー
る

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
講
習
会
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緑
の
募
金
に
ご
協
力
を

穂
高
地
域
・
開
発
事
業
の
承
認

　
平
成
１９
年
度
「
緑
の
募
金
運
動
」
が

４
月
１
日
か
ら
５
月
３１
日
ま
で
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

 
こ
の
運
動
は
、
身
近
な
環
境
の
緑
化
、

森
林
の
保
護
お
よ
び
健
全
な
森
林
づ

く
り
に
対
す
る
理
解
・
認
識
を
高
め

る
と
と
も
に
、
各
種
緑
化
や
森
林
整

備
事
業
の
推
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

木
々
の
呼
吸
は
、
地
球
温
暖
化
を
防
ぎ
、

緑
は
人
々
の
心
を
癒
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
募
金
が
、
こ
の
貴
重
な
財
産
を

次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
の
健
全

な
森
林
づ
く
り
、
子
ど
も
た
ち
の
緑

化
教
育
に
つ
な
が
り
ま
す
。
緑
の
募

金
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
主
な
募
金
の
使
途

 
学
校
・
公
園
等
公
共
施
設
の
緑
化

 
み
ど
り
の
少
年
団
の
育
成

　
苗
木
、
緑
化
木
の
配
布

 
森
林
整
備
活
動
へ
の
支
援

■
問
い
合
わ
せ
　
三
郷
総
合
支
所
内

　
産
業
観
光
部
耕
地
林
務
課
林
務
係

　
　
　
　
　
　
 
（
℡
７７
・
３
１
１
１
）

　
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

 
　
　
豊
科
（
℡
７２
・
３
１
１
１
）

 
　
　
穂
高
（
℡
８２
・
３
１
３
１
）

 
　
　
三
郷
（
℡
７７
・
３
１
１
１
）

 
　
　
堀
金
（
℡
７２
・
３
１
０
６
）

 
　
　
明
科
（
℡
６２
・
３
０
０
１
）

　
穂
高
町
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
規
定
に

よ
り
、
市
長
が
承
認
し
た
事
業
は
次
の

と
お
り
で
す
。

平
成
１９
年
２
月
の
開
発
審
査
分

 
（
承
認
日
　
平
成
１９
年
３
月
１５
日
）

■
中
島
眞
里
子
の
開
発
事
業

・
場
所
　
穂
高
５
９
７
３
‐２

・
開
発
面
積
　
５
４
６.
６
５
㎡

・
目
的
　
共
同
住
宅（
６
世
帯
）の
立
地

■
㈲
浅
川
不
動
産
の
開
発
事
業

・
場
所
　
穂
高
７
０
３
１
‐１
他
１
筆

・
開
発
面
積
　
１
、３
２
９.
６
３
㎡

・
目
的
　
建
売
分
譲
住
宅
４
区
画
の
立
地

■
宗
教
法
人
宗
徳
寺
の
開
発
事
業

・
場
所
　
穂
高
７
１
３
７
‐４

・
開
発
面
積
　
３
、２
９
９.
０
０
㎡

・
目
的
　
寺
社
本
堂
・
位
牌
堂
の
建
て

　
　
　
　
替
え
、
庫
裏
の
増
築

■
ク
ル
ミ
土
地
の
開
発
事
業

・
場
所
　
有
明
１
７
０
‐１

・
開
発
面
積
　
１
、６
１
０.
９
７
㎡

・
目
的
　
建
売
分
譲
住
宅
５
区
画
の
立
地

■
共
和
興
業
㈱
の
開
発
事
業

・
場
所
　
牧
１
０
９
０
‐１
他
５
筆

・
開
発
面
積
　
１
１
、３
３
１.
０
０
㎡

・
目
的
　
資
材
置
場
「
骨
材
ス
ト
ッ
ク

　
　
　
　
用
ほ
か
」

■
村
田
明
の
開
発
事
業

・
場
所
　
柏
原
１
６
５
７
‐２
他
１
筆

・
開
発
面
積
　
１
、４
９
９.
５
１
㎡

・
目
的
　
共
同
住
宅「
２４
世
帯
」の
立
地

※
開
発
面
積
は
土
地
面
積
で
す
。

 
社
会
保
険
庁
で
は
、
年
金
が
よ
り

身
近
で
分
か
り
や
す
い
も
の
と
し
て
、

皆
さ
ん
に
安
心
し
て
老
後
を
迎
え
て

い
た
だ
く
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

提
供
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成

１９
年
３
月
か
ら
は
、
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
、
公
的
年
金
制
度
に
加
入

さ
れ
る
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
を
対
象
に
、

社
会
保
険
庁
で
管
理
し
て
い
る
年
金

加
入
記
録
な
ど
の
情
報
を
お
知
ら
せ

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

 
送
付
時
期
は
、
３５
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
る
月
の
前
月
末
に
、
社
会
保
険

業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
郵
送
し
ま
す
。

■
対
象
者
　
３５
歳
に
な
る
人
（
昭
和

　
４７
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
人
）

　
で
、
基
礎
年
金
番
号
を
有
す
る

　
被
保
険
者
ま
た
は
被
保
険
者
で

　
あ
っ
た
人
。

■
内
容
　
こ
れ
ま
で
の
ご
自
身
が
加

　
入
さ
れ
た
公
的
年
金
制
度
の
加

　
入
記
録
や
納
付
状
況
を
記
載
し

　
た
「
３５
歳
に
な
ら
れ
る
方
へ
の
年

　
金
加
入
記
録
の
お
知
ら
せ
」
を
送

　
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
松
本
社
会
保
険
事

　
務
所
（
℡
３２
・
５
８
２
１
）

派
遣
・
交
流
職
員

︻
県
な
ど
か
ら
︼▼
総
務
部
危
機
管
理

室（
松
本
広
域
消
防
局
）加
々
美
充
章

▼
市
民
環
境
部
環
境
課（
長
野
県
）降

旗
一
彦
▼
都
市
建
設
部
都
市
計
画
課（
長

野
県
）丸
山
和
浩
▼
都
市
建
設
部
監
理

課（
安
曇
野
松
筑
広
域
環
境
施
設
組
合
）

降
籏
和
弘

︻
県
な
ど
へ
復
帰
︼▼
長
野
県（
都
市
建

設
部
都
市
計
画
課
都
市
計
画
調
整
担

当
係
長
）安
藤
哲
也
▼
長
野
県（
健
康

福
祉
部
社
会
福
祉
課
長
補
佐
）関
正
和

▼
長
野
県（
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課

主
任
企
画
員
）五
味
義
明
▼
松
本
市（
収

税
対
策
室
収
税
担
当
係
長
）河
内
正
弘

　
市
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。

■
募
集
住
宅
な
ど

▼
フ
ァ
ミ
ー
ユ
柳
瀬
団
地︵
明
科
中
川
手
︶

 
・
募
集
戸
数
　
１
戸（
２
階
）

 
・
間
取
り
　
　
２
Ｄ
Ｋ

▼
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
追
分
団
地

 
 
 
 
 
 
 
 
︵
穂
高
北
穂
高
︶

 
・
募
集
戸
数
　
２
戸（
２
階
）

 
・
間
取
り
　
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

■
入
居
開
始
日
　
６
月
１
日（
金
）

■
受
付
期
間
（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

 
　
５
月
１
日（
火
）〜
５
月
１１
日（
金
）

 
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

■
申
込
先
　

 
豊
科
総
合
支
所
内
都
市
建
設
部
建

　
築
住
宅
課
住
宅
係

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

※
各
総
合
支
所
で
は
、
受
け
付
け
て

　
い
ま
せ
ん
。

■
申
込
方
法
　
４
月
１８
日（
水
）か
ら
担

　
当
係
で
「
入
居
申
込
書
」
と
募
集
の

　
詳
細
を
記
し
た
「
入
居
申
込
案
内
」

　
を
配
布
し
ま
す
。
受
付
期
間
内
に

　
添
付
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く

　
だ
さ
い
。

■
入
居
資
格

 
安
曇
野
市
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場

　
所
を
有
す
る
人
　
　
　
　
　
な
ど

※
詳
細
は
、
担
当
係
に
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　

 
豊
科
総
合
支
所
内
都
市
建
設
部
建

　
築
住
宅
課
住
宅
係（
℡
７２
・
３
１
１
１
）

３５
歳
に
な
る
皆
さ
ん
へ

年
金
加
入
記
録
を
お
知
ら
せ

職
員
人
事
異
動︵
追
加
分
︶

�

 
 
 
︵
平
成
１９
年
４
月
１
日
付
︶

工 　  事  　 名 工　事　個　所 請　負　者 請負代金

（単位：円）入札契約結果（平成19年2月分）

穂高南小学校外便所棟建設工事

（国補）豊科公共下水道　真々部東幹線第2工区管渠工事

（国補）豊科公共下水道　細萱北幹線第2工区管渠工事

（国補）豊科公共下水道　下中曽根幹線第5工区管渠工事

（国補）豊科公共下水道　下中曽根幹線第6工区管渠工事

安曇野市三郷農林漁業体験実習館浴場滑り止め及び床張替え工事

市単道路改良工事　市道三郷1687号線

市単道路改良工事　市道三郷116号線

林道施設災害復旧事業　林道烏川線附帯工事（単独）

（国補・市単）明科公共下水道　光地区舗装復旧工事その2

元気な地域づくり交付金　富田南部地区農道工事

交付金公安事業　市道穂高1級 15号線歩道設置工事

穂高南小学校

豊科高家

豊科南穂高

豊科高家

豊科高家

三郷農林漁業体験実習館

三郷明盛　七日市場

三郷温　野沢

堀金烏川

明科光中条

穂高

穂高有明

6,594,000

28,770,000

25,200,000

17,010,000

11,655,000

5,985,000

6,667,500

4,095,000

2,940,000

11,550,000

6,132,000

32,235,000

横山建設㈱

㈱佐原建設

㈱山本組

㈲中部エンジニア

㈲藤原興業

富士開発㈱

曽根原建設㈱

宏栄産業㈱

猿田建設㈱

山�建設㈱

共和アスコン㈱

㈱大丸組

�就職ガイダンス２００８

 ハローワーク松本では、平成２０年３月に大学・
短大・専修学校などを新規に卒業予定の人を対
象に就職ガイダンス２００８を開催します。

■日時　５月７日（月）午後１時～４時
 　　　（受付　午後１２時３０分～）
■場所　ホテルブエナビスタ（松本市本庄１‐２‐１）
■参加企業数　１３０社（予定）
■問い合わせ　ヤングハローワーク松本（℡３１・８６００）
 

�求人手続説明会

 松本公共職業安定所では、平成２０年３月新規
学校卒業予定者を求人予定の事業主を対象に求
人手続説明会を開催します。参加の申し込みは、
不要です。

■日時　４月２４日（火）午後１時３０分～３時
 　　　（受付　午後１時～）
■場所　松本勤労者福祉センター
■問い合わせ　松本公共職業安定所（℡２７・０１１１）

information
ハローワーク松本から

市
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者
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………………………………………………………………………………………………………………

��4月号広報

4月29日（日・祝） 早春賦まつり ♪・♪・♪

5月4日（金・祝） あづみの公園音楽祭 ♪・♪・♪

ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ
訪
問
と

オ
ー
ス
ト
リ
ア
世
界
遺
産
巡
り
の
旅

　
旧
豊
科
町
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ク

ラ
ム
ザ
ッ
ハ
と
の
友
好
都
市
交
流
を

行
っ
て
き
た
ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ
友
好
会

で
は
、
ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ
と
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
世
界
遺
産
を
巡
る
旅
に
参
加

す
る
皆
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
期
間
　
６
月
２０
日（
水
）

　
　
　
　
　
 
〜
２９
日（
金
）１０
日
間

■
主
な
訪
問
先

 
▼
ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ

 
▼
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
世
界
遺
産（
グ

　
ラ
ー
ツ
、
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
、
ウ
ィ
ー

　
ン
ほ
か
）

 
▼
そ
の
他（
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
、
ク

　
ラ
ー
ゲ
ン
フ
ル
ー
ト
、
ウ
ィ
ー
ン

　
で
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
コ
ン
サ
ー
ト

　
鑑
賞
ほ
か
）

■
費
用
　
１
人
　
３
９
８
、０
０
０
円

（
全
観
光
食
事
代
を
含
む
、
ホ
テ
ル

　
２
人
１
室
の
料
金
）

 
た
だ
し
、
空
港
施
設
使
用
料
、
燃

　
油
特
別
付
加
運
賃
、
傷
害
保
険
料
、

　
国
内
交
通
費
は
別
途
必
要
に
な
り

　
ま
す
。

■
募
集
人
員
　
２６
人

■
募
集
締
切
期
限
　
５
月
１１
日（
金
）

　
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
切

　
り
と
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
　

 
ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ
友
好
会
事
務
局

　
　（
℡
７２
・
８
８
２
０
　
村
上
さ
ん
）

　
　（
℡
７２
・
９
９
９
７
　
笠
原
さ
ん
）

■
問
い
合
わ
せ
　
ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ
友

　
好
会
事
務
局（
右
記
申
込
先
へ
）ま

　
た
は
、総
務
部
秘
書
課
都
市
交
流
係
 

 
 

　（
℡
７１
・
２
０
０
０
）

　
長
野
県
動
物
愛
護
会
安
曇
野
支
部

で
は
、
人
と
犬
と
の
よ
り
良
い
関
係

を
築
き
、
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境

を
実
現
す
る
た
め
に
、
犬
の
し
つ
け

方
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
参
加
資
格
　

 
次
の
①
〜
④
の
条
件
を
満
た
し
て

　
い
る
こ
と

①
長
野
県
動
物
愛
護
会
安
曇
野
支
部

　
の
会
員
で
あ
る
こ
と
。（
開
校
式
当

　
日
入
会
可
。
年
会
費
１
、０
０
０
円
）

②
参
加
す
る
犬
の
年
齢
が
３
カ
月
以
上

③
講
習
の
全
日
程
に
参
加
で
き
る
人

④
松
本
保
健
所
管
内（
安
曇
野
市
お
よ

　
び
近
郊
）在
住
の
人

■
日
程
　
下
表
の
と
お
り

■
参
加
費
　
５
、０
０
０
円（
テ
キ
ス

　
ト
代
含
む
）

■
募
集
定
員
　
先
着
３０
組

■
申
込
期
限
 
４
月
２７
日（
金
）

■
そ
の
他
　

・
開
校
式
に
は
、
犬
を
連
れ
て
こ
な

　
い
で
く
だ
さ
い
。

・
１
家
族
１
頭（
犬
種
は
不
問
）

・
春
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
て

　
い
る
こ
と
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
　
松
本
保

　
健
所
内
長
野
県
動
物
愛
護
会
安
曇

　
野
支
部
事
務
局（
℡
４０
・
１
９
４
３
）

　

犬
の
し
つ
け
方
教
室

内　　　　　容 日　　　程 時　　　間 場　　　所

１

２

３

開校式（学科講習） 午後1時～4時 豊科ふれあいホール
（豊科保健センター隣）

午前9時～正午閉校式（実技講習）

実技講習

（雨天中止の場合は
　同じ週の土曜日）

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

５月６日（日）

５月１３日（日）

５月２０日（日）

５月２７日（日）

６月３日（日）

６月１０日（日）

６月１７日（日）

午前9時～　　　

　　　10時30分
豊科南部総合公園

安曇野の名歌「早春賦」イベント

　早春賦音楽祭は、安曇野が日本の名歌『早春賦』のふる
さとであることにちなみ１９８５年から開催してきました。また、
「あづみの公園早春賦音楽祭」は今年で３年目を迎えます。
アルプスのすそ野でみんなで歌い、春の訪れを感じましょう。
■日時　５月４日（金・祝）午前１０時～午後４時
■場所　国営アルプスあづみの公園　
　　　　当日入園無料　※雨天決行
■内容　♪音楽フリー広場　公募ステージ
　　　　♪ほのぼの歌おう！！ファミリーソングコンテスト
　　　　♪さわやかふれあいコンサート
　　　　♪特別ステージ（ＦＭ長野公開録音　特別ゲスト＝ダ・カーポ）
■主催　あづみの公園早春賦音楽祭実行委員会
　　　　（国土交通省関東地方整備局国営アルプスあづみの公園事務所・安曇野市・安曇野市教育委員会・
　　　　（財）公園緑地管理財団アルプスあづみの公園管理センター・早春賦愛唱会）
■問い合わせ　アルプスあづみの公園管理センター（℡７１・５５１１）
　　　　　　　安曇野市教育委員会社会教育課（℡６２・３００１）

国営アルプスあづみの公園から 早春賦歌碑
あづみの楽校 ～春～
■期間　４月２８日（土）～５月２０日（日）
　　　　※５月７日（月）と１４日（月）は、休園日
　　　　※４月２９日（日）・５月４日（祝）は入園無料
　　　　※５月５日（祝）は、小人無料
■内容・あづみの公園早春賦音楽祭
　　　　  （ＦＭ長野公開録音  ゲスト＝ダ・カーポ）
　　　・シイタケ栽培
　　　・キャラクターショー　　　　　　　など
　楽しいイベントが開催されます。
　※詳しい内容や日程は、お問い合わせください。
■入園料　大人４００円・小人８０円（幼児無料）
■開園時間　午前９時３０分～午後５時
■問い合わせ　公園管理センター（℡７１・５５１１）
　ホームページＵＲＬ��http://www.azumino.go.jp/

　「春は名のみの…」と口ずさむ人も多
い唱歌早春賦は、大分出身の作詞家・吉
丸一昌が春を待つ安曇野を詠ったものと
言われています。県内外から多くの人が
穂高川の堤防にある早春賦歌碑を訪れて
います。

残雪の北アルプスと早春賦歌碑

響
歌

春
春爛漫の安曇野で、
清らかな合唱・合奏をお楽しみください！
■日時　４月２９日（日・祝日）
　　　　　　　午前１１時～正午
■場所　穂高川右岸早春賦歌碑前（穂高等々力）
■問い合わせ　穂高総合支所内
　　　　　　　安曇野市観光協会（℡８２・３１３３）

らんまん

クラムザッハの風景



暮らし疑問

一門一答！
　
高
血
圧
は
放
っ
て
お
く
と
、
自
覚

症
状
が
少
な
い
状
態
で
進
行
し
、
脳

卒
中
や
心
臓
病
な
ど
命
に
か
か
わ
る

病
気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　
安
曇
野
市
で
は
、
高
血
圧
で
お
医

者
さ
ん
に
か
か
る
人
が
国
の
１
・
２

倍
、
脳
血
管
疾
患
で
の
死
亡
率
が
国

の
１
・
４
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
の
健
診
結
果
で
は
５
割

近
く
の
人
が
軽
症
高
血
圧
か
、
そ
の

予
備
軍
と
い
え
る
正
常
高
値
で
す

（
下
図
参
照
）。

　
高
血
圧
が
続
け
ば
薬
に
よ
る
治
療

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
軽

い
高
血
圧
は
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ

と
で
正
常
に
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
き
な
病
気
に
し
な
い
た
め
に
、
次

の
こ
と
か
ら
始
め
て
く
だ
さ
い
。

１
、
血
圧
を
は
か
る
習
慣
を
つ
け
る

　
ま
ず
は
ご
自
分
の
血
圧
値
を
知
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
年
１
回
の
健
診

も
有
効
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

２
、
高
血
圧
を
放
置
し
な
い

　
高
血
圧
だ
と
分
か
っ
た
ら
、
必
ず

か
か
り
つ
け
医
や
、
お
近
く
の
保
健

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
「
衣
類
・
布
類
」
の
資
源
物
の
出

し
方
に
つ
い
て
、
よ
く
い
た
だ
く
質

問
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
　
「
衣
類
・
布
類
」
を
出
す
と
き

の
注
意
事
項
は
あ
り
ま
す
か
？

　
　
汚
れ
て
い
る
物
、
破
れ
て
い
る

物
は
資
源
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
、「
も

え
る
ご
み
」
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
集
積
所
へ
出
す
時
も
袋
の
口

を
し
っ
か
り
縛
り
、
雨
水
な
ど
で
ぬ

れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
ぬ
れ
て
し
ま
う
と
ど
う
し
て
い

け
な
い
の
で
す
か
。

　
　
ぬ
れ
た
も
の
は
、
保
管
中
や
輸

送
中
に
カ
ビ
な
ど
で
劣
化
し
た
り
、

異
臭
の
原
因
と
な
る
か
ら
で
す
。

　
　
４
月
か
ら
変
更
に
な
っ
た
点
が

あ
る
そ
う
で
す
が
。

　
　
ス
キ
ー
ウ
エ
ア
や
ダ
ウ
ン
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
な
ど
も
出
せ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
　
出
せ
な
い
物
、
間
違
い
や
す
い

も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
綿
入
れ
の
「
は
ん
て
ん
」
は
、

出
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
ほ
か
、
敷
・
掛

け
布
団
、
ベ
ッ
ト
マ
ッ
ト
、
こ
た
つ

布
団
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
、
ペ
ッ
ト
に
使

用
し
た
毛
布
、
じ
ゅ
う
た
ん
、
ト
イ

レ
マ
ッ
ト
、
便
座
カ
バ
ー
も「
衣
類
・

布
類
」
と
し
て
出
せ
な
い
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ら
の
も
の
は
、
４０
㌢
四
方
に

切
断
で
き
れ
ば
「
も
え
る
ご
み
」、そ

の
ま
ま
な
ら
「
粗
大
ご
み
」
と
し
て

処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
電
気
毛
布
や
羽
毛
布
団
は

大
き
さ
を
問
わ
ず
「
粗
大
ご
み
」
と

し
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
３
月
に
発
行
し
た
「
出

し
方
の
手
引
き
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

5月1日～31日

休日当番医

覚えておきたい

郷土のレシピ
「寒ざらし」でつくる草もち

「寒ざらし」は安曇野の伝統食材。お米を一晩水
にさらした後、寒中に1カ月間ほど日陰干して作
ります。米の香りが豊かで食感も独特。草もち・
やしょうま・柏もちの材料としても重宝し、季節を
食卓に運んでくれます。

材料（20個分） 

寒ざらし粉250㌘、砂糖

50㌘、熱湯カップ１、よも

ぎ100㌘

作り方

１粉と砂糖を混ぜて、熱

 湯でこねる。

２蒸し器で20分蒸す。

３よもぎを入れて練る。

４適当な大きさにちぎり、

 丸める。

５お好みで、きな粉やあ

 んこ、クルミあんなど

 をまぶして出来上がり。

数字で探る

私たちの健康 「安曇野市健康づくり計画より」

脳
血
管
疾
患
が
国
の
１
・
４
倍

今月の料理人

三郷明盛

小松 恵美子さん

穂高病院

ふじもり医院

白木医院

かえで歯科医院

追分クリニック

柏原クリニック

こうの内科循環器科

笠原歯科医院

小田切医院

須澤クリニック

丸山内科クリニック

小山歯科医院

古川医院

神谷小児科医院

米倉医院

山本歯科クリニック

飯田医院

高橋医院

土屋クリニック

クリーン歯科クリニック

伊藤医院

根津内科医院

和田医院

上條歯科医院

清沢医院

石田医院

池田医院

アルプス歯科クリニック

[穂高]

[豊科]

[三郷]

[穂高]

[穂高]

[穂高]

[豊科]

[豊科]

[穂高]

[穂高]

[豊科]

[明科]

[穂高]

[豊科]

[堀金]

[穂高]

[穂高]

[穂高]

[豊科]

[豊科]

[明科]

[穂高]

[堀金]

[穂高]

[穂高]

[豊科]

[三郷]

[三郷]

82-2474

72-2011

77-2134

82-4105

82-2129

82-7222

71-5881

72-2108

83-6025

82-2993

72-6188

62-3080

82-4385

72-5162

72-2354

84-0004

83-5061

82-2561

71-1811

72-3398

62-2051

82-8382

72-2047

82-2215

82-7600

72-2766

77-2055

77-8901

3日・祝

4日・祝

5日・祝

6日・日

13日・日

20日・日

27日・日

﹁
衣
類
・
布
類
﹂の
よ
く
あ
る
質
問

衣類・布類はどこへー。

　市から年間２３０㌧排出される「衣類・布

類」。皆さんに分別のご協力をしていただい

ているこれらの資源物は、再資源化され、有

効利用されています。

　その経路をたどると、まず、松川村の中間

処理業者で圧縮・梱包などをし、運搬や処理

をしやすい状態にします。ここで一時保管さ

れた後、愛知県愛西市に運ばれ、再商品化

事業者で輸出用中古衣料や自動車の内装

などに使われるフェルト地の原料として生ま

れ変わっています。

愛
知
県
愛
西
市
の
工
場
内

衣類・布類

�工場用ウエス
※

自動車などフェルト地原料
輸出用衣料など

中間処理業者�【松川村】
圧縮・梱包・一時保管

再商品化事業者�【愛知県愛西市】
再資源化

↓

↓

↓

※ウエスとは、機械類の油を拭き取ったり、汚れ、
　不純物などを拭き取ってきれいにするための布。

QAQ

AQAQA

●休日当番医は、午前９時～午後５時まで（歯科医院は午前９時から
　正午まで）です。
●変更になる場合がありますので、確認してから来院してください。

５割近くの人が

軽い高血圧か高血圧予備軍
（H１７市基本健康診査血圧測定値結果より）

異常なし
129/84以下
47％

正常高値血圧
～139/89
22％

軽症高血圧
～159/99
25％

中等症高血圧
～179/109
　　　5％

重症高血圧
180/110以上
　　　　1％

��4月号広報�� 4月号広報

く ら し の ぺ ー じく ら し の ぺ ー じ
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今月の色

菜の花色
nanohana-iro

2007. 4. 1現在　（  ）内は対前月比

人口

男

女

世帯

99,218人（  +7）

48,086人（+30）

51,132人（ - 23）

35,761世帯（+77）

印刷経費1部　26円

春の田園を染める

菜の花の色

 
暖
か
い
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、菜
の
花
が

春
を
告
げ
だ
し
た
矢
先
、真
冬
の
寒
波

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。こ
の
日
の
朝
は
氷

点
下
。
な
に
か
と
天
候
が
不
順
な
最
近

で
す
が
、こ
の
日
の
積
雪
も
そ
の
影
響
で

し
ょ
う
か
。そ
れ
で
も
季
節
は
春
。日
中

に
は
す
べ
て
消
え
て
、ち
ょ
っ
と
肌
寒
い
で

す
が
穏
や
か
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

編
集
後
記

◆
安
曇
野
で
も
桜
が
咲
き
、木
々
が
芽
吹
き
、

新
緑
が
ま
ぶ
し
い
季
節
。
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト

し
た
人
も
、少
し
落
ち
着
く
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

身
近
に
あ
る
自
然
に
目
を
向
け
て
心
と
体
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

◆
春
と
名
前
が
付
い
て
い
る
の
に
春
以
外
の

こ
と
を
連
想
し
て
し
ま
う
の
が
、ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル

デ
ィ
作
曲「
四
季
」の「
春
」だ
。春
よ
り
も
先
に
、

小
学
校
の
掃
除
の
時
間
を
思
い
出
し
て
し
ま

い
ま
す
。こ
の
Ｃ
Ｄ
を
流
せ
ば
、部
屋
の
掃
除

が
は
か
ど
る
か
も
。

◆
今
月
か
ら
連
載
が
始
ま
っ
た
「
く
ら
し
の
ぺ

ー
じ
」
。
健
康
づ
く
り
や
環
境
の
話
な
ど
の
身

近
な
情
報
を
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。
各
担

当
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、生
活
者
と
し
て
の
視

点
を
大
切
に
し
な
が
ら
企
画
を
磨
い
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
４
月
発
行
の
広
報
紙
か
ら
、配
布
方
法
が

一
部
の
地
域
で
変
更
さ
れ
、よ
り
多
く
の
皆
さ

ん
へ
、お
届
け
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
配
布
に
携
わ
っ
て
ご
苦
労
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
広

報
紙
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

安曇野

彩
紀
行

彩
紀
行其の

十
九

季節はずれの綿帽子
― 4月5日の朝、三郷小倉で ―

次回発行・・・ お知らせ版 5月9日（水）
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